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「文字 C としてのコメディアン」（2）－前号からの続き－
ウォレス・スティ－ヴンズ『足踏みオルガン』（1923 年）より
（伊東ミツ子、幡山秀明　訳）
Ⅲ　〈カロライナに近づく〉
　彼を支配する自我を非常に知りたかった。その自我は、
80　航海にでて後に残した薄汚れた町での
8　彼の胸中にはないものだった。かなたの西方に横たわる
8　山々の尾根、紫色の高欄、
8　かなたでは、いつの間にか止んだ雷が
8　巨大な震え声を掻き下ろす。
8　クリスピンがまた大声で叫ぶ。
8　月光の書物は未だ書かれず
8　書き始められずにいるが、書かれる際には余白を残せ。
88　やがて燃え上がる月の炎の薪束たるクリスピンのために。
8　騒々しい巡礼の最中にあって、
0　苦しく変転しながらも決して忘れなかったのは、
　あの覚醒、または瞑想する眠りであり、
　その状態の時には、不機嫌なストロペ（古代ギリシア劇のコロスの左方転回時に歌う歌唱）が快い
　眠気を催す奥深い心の唄をうまく支えてくれていたが、
　それ故に、あの書かれざる書物の中に伝説の月光のための余地を残せ。
　かつてその月光が、大陸を見下ろす
　クリスピンの心の中で燃えたからだ。
　アメリカはいつも彼の北にあり、
8　北西であれ、西北であれ、北にあり、
　それ故に目指す極地、紫の極、冷え冷えと
00　痩せ衰え、屈強に泡立つ海からのうねりと萎え、
0　低く潮が引き、
0　どこまでも続く岩棚に広がり、煌めき、沈む
0　寒々とした北国の薄もやの月。
0　円錐花序のような溶けかけの霜に
0
0　春が来て、夏が来て、
0　泡立ち濡れるとしても、熟すことなく、
0　その後には空虚な冬の再来。
08　ギンバイカの樹は、花咲けば、
0　空中に咲く氷のナデシコのようだった。
0　薄明の氷に閉ざされた緑のパルメット椰子が
　冷え冷えと濃紺の円環模様を織りなし、
　寒々と描かれた気難しいキアロスクーロ。
　彼自身、いかに多くの詩を否定したか、　　
　注意深い歩みの中で、劣ったものとして、
　切望する容赦のない関わりに値しないものとして、
　また、いかに多くの偽りの海の仮面を無視したことか、どんな音を
　抑制の耳から締め出したか、また、いかなる思想を、
8　人知れぬ花嫁のふりをする阿婆擦れのような思想を、
　それに、いかなる調べを払い除けたたことか。
0　おそらく北極の月光が本当に与えたであろう
　彼自身と彼の環境との
　リエゾン、至福のリエゾン、
　それが今も昔も主たる動因、最初の歓喜、
　彼にとってそうであり、またそれは彼一人のためでもない。
　捉えどころなく、仄かな、月というより靄で、邪悪で、
　彼にとっては北京への寄り道のように間違っているように思えたのは、
　彼のテーマとして仮定された
8　通俗性であり、テーマと賛歌と飛翔としての
　情熱的に心悩ますナイチンゲール。
0　月光は言い訳で、そうでなくとも
　たやすく脆い出会いだった。
　従って彼は自分の航海が
　二要素間の浮き沈み、
　太陽と月の間の波動、

　金色と深紅色の表現形式への遠出であると、
　この航海が悪魔の仕業であるように考えた。
　そしてそれから揺れ戻しのような退却があり、
8　放縦へと沈み、
　それが月光下で繰り広げられる。
0　だが、こうした後ろ向きの堕落が
　彼をひどく誘惑するなら、ままよ。クリスピンは知っていた。
　天の回帰点、熱帯の地こそが、彼の求める
　気分一新のための豊饒地帯だったと。
　そこは刺激的で頑なで濃密で耳に心地よいが、
　ハーモニーは、丁重なほどの指押さえをする
　禁じられた楽器のために
　洗練浄化されていないと。そこで彼の心が揺れた。
8　古のカロライナ、
　小さな未熟者、老齢の気まぐれ、その古のカロライナと、
0　彼の船首から見えるものから用心深く思い描かれる
　可視の表象との間で。
　彼が来た。手のうちや手品もなく、
　勲章も持たぬ英雄詩人。
　来ながらに見たのは春、
　ニヒリストには忌まわしい季節、
　創意の極小を探す者には。
　月光の虚構は消えた。春は、
8　ヴェールをかぶり品よく主張するが、
　七色の露の輝き、初々しい香りに包まれ、
0　彼にとっては宝飾煌めくマリオネット、彼の求むるのは
　逞しい裸身。川を通り
　内部へと。鼻を上げて
　吸い込む臭いは、すえた樹液、湿った材木の
　無愛想な臭い、排気臭の元は

　倉庫のドア、湧き上がるロープの臭い
　腐食した袋、あからさまな臭い
　そのおかげで、荒削りな美学が丸くなった
8　彼は官能主義者のように悪臭を味わった。
　目にとまった波止場周辺の湿地
0　地を這う鉄道分岐線、朽ちたフェンス、
　優秀だが未熟な 年度生のカリキュラムのようだ。
　それが純化した。見たことのいかに多くを
　全く見てないかがわかった。
　彼は本質的散文をより堅固に
　掌握した。偽りの世界の中で、
　彼にとって唯一の完全無欠なものとして、
　なおも唯一可能な発見として。
8　全ての詩はその付随物であった。
　その散文が最後に詩の装いを纏わないのならば。
（Ⅳは次号に続く）
